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南部生涯学習センター(沼隈支所３階) 

福山市沼隈町草深 1889 番地 6 

ＴＥＬ９８０－７７１３  

ＦＡＸ９８７－２３８２ 

E-mail: nanbu-syougai-gakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp 

福山市ホームページ（URL:http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/）から「あしだがわ」で検索！ 

                                     

 

                

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５０号                          ２０１７年 ６月 

視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
り ゆ う

がある人
ひと

のために，営利
え い り

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
て ん じ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

集合場所 赤旗神社 

(福山市沼隈町大字中山南２４６９) 

定  員 ３０人 

(定員になり次第しめきります。) 

対  象 小中学生の親子 

参 加 費 ５００円 昼食代込み(予定) 

※当日受付でお支払いください) 

持 参 物 水筒，タオル，帽子など暑さ対策のできるもの 

内  容 ・地域のボランティアガイドさんに平家谷の歴

史の説明を受けながら，神社や史跡を探検。 

     ・平家の館(小
こ

宰
ざい

相
しょう

庵
あん

)で，ちまきづくり など 

申 込 み ７月３日(月) ８：３０～受付開始(先着順) 

     南部生涯学習センター ９８０－７７１３／７７１４ 

 

※内容は変更になる可能性があります。 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/


 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「部落差別の解消の推進に関する法律」施行について 

福山市では，市民の皆さまとともに，これまで同和

問題の解決をめざして様々な取組を進めてきました。 

 その結果，同和問題は解決に向かってはいるものの，

現在もなお許しがたい差別事件が起こっています。ま

た，インターネット上に同和地区と称して多数の地名

や地域を書き込むなどの行為が発生しています。 

 こうした中，差別は許されないものであるとの認識のもと，「部落差別の解消の推進に関する法

律」が２０１６年（平成２８年）１２月１６日に公布・施行されました。 

 この法律は，現在もなお部落差別が存在するとしたうえで，「基本的人権を保障する憲法の理念に

のっとり，部落差別は許されない。解消することが重要な課題である。」と規定しています。「部落

差別」の言葉を明記した初めての法律で，国や地方公共団体に対して，相談体制を充実することや，

教育・啓発を行うこと，実態調査を行うこと等を求めています。 

 福山市では，法律の趣旨をふまえ，同和問題解決のため引き続き取組をすすめます。 

 私たち一人ひとりが力を合わせて，誰もがいきいきと安心して暮らしやすい，人権文化が根付い

た地域社会の実現をめざしましょう。 

 

 

 

こころと体のいきいき生活１！ 

野菜果物を中心とした食と健康 
 

と き：６月２３日（金）１３時３０分 

ところ：赤坂公民館２階会議室 

内 容：野菜果物を中心とした食と健康のお話 

講 師：野菜ソムリエ 

    うえはら 美穂 さん 

材料費：２００円（食べ比べ等実費） 

持参物：筆記用具 

申込み・問合せ：赤坂公民館 

        ☎９５１－１００１ 

心も体も健康に 
「健康寿命をのばそう！！」 

と き：７月３日（月）１０時～１１時３０分 

ところ：千年公民館３階 大会議室 

内 容：いきいきと元気で長生きできる秘訣と

タオルを使った日常，自宅でもできる

体操を教えていただきます。 

講 師：崎谷 俊明 さん(からだカイゼントレーター) 

対 象：どなたでもどうぞ 

持参物：フェイスタオル，飲み物 

申込・問合：千年公民館 ☎９８７－３１８８ 

※動きやすい服装でお越しください。 

 

[ボーノさん]キャラクター紹介 

芦田川にいる河鵜をモチーフに 

しています。以前，南部生涯学 

習センターが水上スポーツセンターに

あったころから，コラムコーナーを担

当しています。 



 

  

 

 

 

 

 

２０１７年３月４日(土)，ぬまくま市民交流センターで

「無念」の映画上映会を行いました。 

この映画は２０１１年 3 月 11 日の東日本大震災当日，

消防団として救助にあたった方の実話をもとにしたアニメ

ーション映画です。「憐みに同情ではなく，この千年に 1 度

の苦しみを地道に乗り越える福島の方々の姿を感じてほし

い。」という思いから作成された映画で，声優に実際被災さ

れた方も多く出演され，リアルな感情が伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 

２０１７年３月２５日(土)，沼隈図書館で，佛圓弘修(ぶつえんひろのぶ)さん(広島都市学園大学

子ども教育学部准教授)を講師にお招きし，「新井貴浩選手の原点～逆境・反骨・全力の誓い～」の

講演会を行いました。 

講師の佛圓先生は，新井貴浩選手の小学校 3 年生時の担任教師をされ，幼少期の新井選手のエピ

ソードを，絵本「新井貴浩物語 がむしゃらに前へ」の中からさらに詳しくお話いただきました。

新井貴浩投手は昔から負けず嫌いで，休憩時間に高学年相手にドッジボールをしたり，水泳大会で

は，水泳教室に通っている同級生に勝負を挑んだり，やるからにはとことんやる子でした。怒ると

きにはしっかり怒り，誉める時には 10 倍誉めてやる，自分らしい夢を自分らしく叶えるなど，講

師の熱い気持ちが，新井選手の精神的な成長につながったように感じられました。その他にも，新

井選手の熱い心の原点が分かるようなエピソードをたくさん話していただきました。 

絵：絵本｢新井貴浩物語 

がむしゃらに前へ｣より 

(作：中野 慶/ 絵：吉田 路子/ 出版：南々社) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

●ワクワク学び隊とは！？ 

福山市が実施している放課後子ども教室をより充実したものにするために，県内の大学生ボランティアチーム「ワ

クワク学び隊」を派遣しています。活動内容は，放課後子ども教室に参加している子どもを対象とした体験・交

流・学習です。 

●今回，派遣されたワクワク学び隊について！ 

福山市立大学「かっちんくん」という団体の中から，３年生５人が参加

してくれました。この「かっちんくん」とは，ペットボトルの底２つを

叩くと「かちん」と音がすることから名前がついているそうです。 

●活動内容について！ 

今回は瀬戸学区放課後子ども教室に来てくれました。ペットボトルの底を切り，自分だけの楽器を作ります。出

来た楽器を使って音楽に合わせて踊ります。初めは大学生に教えてもらった踊りを一生懸命踊りました。そのあ

とは，グループごとに自分たちだけのオリジナルの振り付けを作り，みんなに披露しました。児童たちも普段は

なかなか交流することのない大学生ととても楽しそうに触れ合っていました。また，地域ボランティアのみなさ

んも児童と一緒になって工作をしたり踊ったりしてとても楽しそうでした。 

 

 

 

 

沼隈支所ロビーや沼隈図書館企画展示室を活用して，人権問題や南部地域のまちづくり

の取組，福山および南部地域のイベントなど，パネル展示やミニトーク，体験講座を通じ

て，さまざまな情報を発信していきます。 

【パネル展示】｢世界がもし１００人の村だったら｣ 

 池田香代子さんとマガジンハウス編集の「世界がも

し１００人の村だったら」の言葉に「難民を助ける会」

の写真を掲載し，紹介します。 

世界がもし１００人の村だったら，学校に行ける人

は何人？戦火の中で暮らしている人は…世界全体で見

てみるとどうなっているのでしょう？ 
 

と き  6 月２６日（月） から ７月１０日（月） 

ところ  沼隈支所 ２階ロビー 

問合せ  南部生涯学習センター  

（電話 ０８４－９８０－７７１３） 

 


